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研究成果の概要：(1) 離散時間多期間リスク尺度の時間間隔をゼロに近づけたときの極限の研
究した、及び法則不変な凸リスク尺度の特徴付け定理の簡略な証明を与えた 

(2) 同分布を持つ独立な確率変数の和に関する研究 
(3) 拡散過程に関する期待値を高速に求める手法の研究 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 2,600,000 0 2,600,000 

２００６年度 2,400,000 0 2,400,000 

２００７年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

２００８年度 2,500,000 750,000 3,250.000 

  年度    

総 計 10,100,000 1,530,000 11,630,000 

 
 
研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学・数学一般（含確率論・統計数学） 
キーワード： 確率論、ファイナンス、リスクの計量化、数値数学 
 
１．研究開始当初の背景 
 リスクの計量化に関連してどのようなリ

スクの基準を用いるべきか、実際にそれが計

算可能かといった問題が当時、問題とされ今

も解決にはほど遠い状態である。これらへの

問題意識が背景にある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、多期間リスク尺度に基づ

くリスク管理という観点からファイナンス

の問題を捉え直すことを目的としていた。 
また、実際にリスクの計算を行うために必要

な数学的な結果を得ることも目的であった。 
３．研究の方法 
 研究は主に理論研究で数値計算実験も援

用した。 
 

４．研究成果 

本研究の目的は、多期間リスク尺度に基づく

リスク管理という観点からファイナンスの

問題を捉え直すことを目的とした研究であ

った。 

(1) まず、多期間リスク尺度を離散時間で法
則不変なコヒーレントなリスク尺度で逐次
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計ったものが、時間間隔をゼロに近づけたと

きに極限がどのような形となるかを研究し

た（論文①）。また、法則不変な凸リスク尺

度の特徴付け定理の簡略な証明法を与えた

（論文②）。 

(2) また、リスクの計算においては、従来は
余り考慮されなかった確率分布の端におけ

る挙動を計量的に知る必要があるが、同分布

を持つ独立な確率変数の和に関して、分布が

ファットテールを持つ場合について分布関

数の比に対する一様な評価を得た（分散が存

在する場合が研究発表 (4)[2],[3]で、分散が
存在しない場合が研究発表 (4)[7]によって
与えられている）。 

(3) リスクの計量化においてモデルが定ま
ったとしても実際のリスク量を計算しよう

とすると、数値解析におけるあらたな問題が

発生する。本研究では、特に、拡散過程に関

する期待値を高速に求める手法の研究を行

った。まず、漸近展開と大偏差原理を組み合

わせた計算手法について研究した（研究発表 
(1)[5]）。また、いわゆる楠岡近似に関連し
た確率解析に関する基本的な研究を行った

(研究発表(4)[5]）。 
(4) その他、数理ファイナンスに関する研究
として非同時に観測されるデータ列からボ

ラティティの相関を計算する研究（研究発表 
(1)[3]）、転換価格修正条項付きの転換社債
の価格付けの研究（研究発表 (1)[4]）を行
った。 
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